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機能安全説明書

プロサーボ NMS5/NMS7
タンクゲージ ： 液面計測機能

4 ～ 20mA 出力 /警報接点出力

IEC 61508/IEC61511 の安全システムの安全事項の要求に対応し、 計測システ
ムにおける液体の液面の下限警報 （例 ： 空引き防止）、 上限警報 （例 ： 溢れ
防止） および液面の連続計測 （4 ～ 20mA のみ） を し ます。

プロサーボ NMS は、 次の要求を満た し ています。

• 機能安全 IEC 61508/IEC615111

• 防爆 ( バージ ョ ンによ り 異なる )

• EMC EN 61326

• 電気機器安全 IEC/EN 61010-1

特徴 ・ 利点

• 4 ～ 20mA によ る液面レベル監視 （下限、 上限、 連続）、 または、 接点出力によ
る液面警報 （下限、 上限） は、 SIL 2 です。

– TUV Nord によ る IEC 61508/IEC61511 に基づいた認証

• 常時行っている自己診断

• 液面値の連続計測
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プロサーボ NMS5
重要なドキュメン ト情報

ドキュメン トの表記規則 安全関する表記規則

特定情報に関するシンボル

シンボル 意味

A0011189-JA

危険！

危険な状況を警告する シンボルです。 この表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、

死亡し た り 、 大けがを し た り するほか、 爆発 ・ 火災を引き起こす恐れがあ り ます。

A0011190-JA

警告！

危険な状況を警告する シンボルです。 この表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、

死亡、 大けが、 爆発、 火災の恐れがあ り ます。

A0011191-JA

注意！

危険な状況を警告する シンボルです。 この表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、

けが、 物的損害の恐れがあ り ます。

A0011192-JA

注記！

人身傷害につながら ない、 手順やその他の事象に関する情報を示すシンボルです。

シンボル 意味

A0011182

許可

許可された手順、 プロセス、 動作であ る こ と を示し ます。

A0011183

推奨

推奨の手順、 プロセス、 動作であ る こ と を示し ます。

A0011184

禁止

禁止された手順、 プロセス、 動作であ る こ と を示し ます。

A0011193

ヒ ン ト

追加情報を示し ます。
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プロサーボ NMS5
SIL 適合宣言書
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プロサーボ NMS5
はじめに

機能安全 (SIL) に関する一般的な情報は下記を参照し て く ださい。 www.de.endress.com/SIL （ド イ
ツ語） または www.endress.com/SIL 英語） および公式パンフ レ ッ ト CPZ002Z 「プロセス工業にお
ける機能安全 - 安全計装によ る リ ス ク低減」。
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プロサーボ NMS5
システム構成

測定システムの構成 下図は、 計測システムの機器の接続の参考例にな り ます。

図 1: システム構成図

プロサーボは、 下記のよ う な選択可能な安全に関する出力があ り ます。
レベル値のアナロ グ出力 (4 ～ 20mA) は、 接続された ロ ジ ッ ク ユニ ッ ト （例 ； PLC ､ リ ミ ッ ト 信
号伝送器など） で設定し た下限値または上限値を超えていないこ と を監視し ます。
プロサーボが自己診断で異常を検出し た と きは、 アナロ グ出力からは 22mA を出力し ます。

警報接点出力は、 設定し た下限レベル値または上限レベル値を超し た場合または自己診断で
異常を検出し た と きに接点を警報側にセ ッ ト し ます。 この接点出力は接続された ロ ジ ッ ク ユ
ニ ッ ト （例 ； PLC ､ リ ミ ッ ト 信号伝送器など） で警報 と し て設定された接点出力の状態 （ON ま
たは OFF） でないこ と を監視し ます。
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プロサーボ NMS5
測定原理 プロサーボ NMS5 は液面の上昇、 下降に伴いデ ィ スプレーサが受ける浮力の変化を検出し、
サーボ機構によ り 、 デ ィ スプレーサを液面の動きに合わせて上昇、 下降させ、 液面に追従させ
ます。 デ ィ スプレーサはワ イヤ ド ラ ムに巻かれた測定ワ イヤに吊 り 下げられ、 このワ イヤ ド ラ
ムの回転を計測し て、 移動し たワ イヤ量を計測し、 液面変化を求めています。

図 2: アナロ グ出力 4 ～ 20mA

プロサーボ NMS の下限警報、 上限警報及びレベル値監視に 「SIL 認証」 を適用する ためには、
下記の設定をする必要があ り ます。

• GVH158 [ PRO SAFETY ] : 「ON」 に設定し ます。

• GVH250 [ASSIGN OUTPUT 1], GVH253 [ASSIGN OUTPUT 2] : 「LEVEL」 に設定し ます。

• プロサーボが異常を検知し た時にアナロ グ出力は 22mA を出力し ます。

• GVH158 [ PRO SAFETY ] を 「OFF」 設定し た場合、 「SIL 認証」 は適用されません。 SIL 機能を
有効にするために、 正し く 設定し て く ださい。
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プロサーボ NMS5
警報接点出力

図 3: オーバース ピルプロ テ ク シ ョ ン仕様

N.C.
正常時 ： 接点は ノーマルク ローズ
異常時 ： 設定し た上限 / 下限のレベル値を越し た場合またはプロサーボのレベル測定機能に異
常が発生し た場合に警報を出すためには、 下記の設定をする必要があ り ます。

• GVH158 [ PRO SAFETY ] ： 「ON」 に設定し ます。

• GVH241 [ ASSIGN RELAY] ： 「LEVEL」 に設定し ます。

• プロサーボが異常を検知し た時に、 I/O-3 (OSP 仕様 ) ユニ ッ ト は リ レー接点を警報状態にセ ッ
ト し ます。

GVH158 [ PRO SAFETY ] を 「OFF」 にし た場合、 「SIL 認証」 は適用されません。

接点容量
オーバース ピルプロ テ ク シ ョ ン仕様は 2 個の接点 (SPST) 出力があ り ます。
下記の リ レー接点の最大定格を超えないよ う にするために適切な措置 （電流制限回路、 ヒ ュー
ズなど） を し て く ださい。

最大電圧 DC200V 最大電流 DC0.5A 最大電力 15W

最大電圧 AC200Vpp 最大電流 AC0.5A （ピーク） 最大電力 15VA
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プロサーボ NMS5
対応する機器の型式 機能安全 (SIL) に対応する機器の型式、 ソ フ ト ウエアバージ ョ ンおよびハード エアバージ ョ ンは
下記の通 り です。 特記があ る場合を除き、 今後全ての型式も安全計装システムに使用する こ と
ができ ます。 機器の変更には、 IEC61508 に基づ く 変更プロセスが適用されます。 安全に関連し
た用途に有効なバージ ョ ンおよび型式は下表の通 り です。

• 項目番号 ： オーダーコード の機能項目を示す文字または数字です。

• 機能項目 ： 1 つ以上の機能のバ リ エーシ ョ ンを含むカテゴ リ です。

• オーダーコード ： 許容される特定の機能等を指定するための数字または文字です。

プロサーボ NMS5

項目番号 機能項目 オーダーコード

010 ド ラ ム室 　 圧力等級 ： 材質 全て

020 認証 全て

030 アプ リ ケーシ ョ ン 全て

040 出力 1 全て

050 出力 2 2, 3, 4, 5 （ ヒ ン ト 参照）

060 入力 全て

070 計測レ ンジ ： ワ イヤ 全て

080 電線管口 全て

090 プロセス接続 全て

100 電源 全て

110 デ ィ スプレーサ 全て

120 O リ ング ： ド ラ ム室内面仕上げ 全て

130 追加オプシ ョ ン 全て

プロサーボ NMS7

項目番号 機能項目 オーダーコード

010 認証 全て

020 アプ リ ケーシ ョ ン 全て

030 出力 1 全て

040 出力 2 2, 3, 4, 5 （ ヒ ン ト 参照）

050 入力 全て

060 計測レ ンジ ： ワ イヤ 全て

070 電線管口 全て

080 プロセス接続 全て

090 電源 全て

100 デ ィ スプレーサ 全て

110 O リ ング ： ド ラ ム室内面仕上げ 全て

120 ノ ズル 全て

130 追加オプシ ョ ン 全て
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プロサーボ NMS5
SIL 対応の出力は、 下表の通 り です。
ソ フ ト ウエアバージ ョ ン ： 4.27F 以降
ハード ウエアバージ ョ ン ： 2011 年 5 月 18 日以降受注し た製品

関連文書

出力 2 SIL 対応出力

2 4 ～ 20mA のみ

3 4 ～ 20mA のみ

4 接点出力

5 4 ～ 20mA のみ

文書 内容 備考

技術仕様書

TI00452G/08

機能 と システム設計

アプ リ ケーシ ョ ン選択

入力

出力

補助エネルギー

性能特性

動作条件 ： 環境

動作条件 ： 処理

機械的な構造

ヒ ューマン イ ン ターフ ェ イ ス

保守、 保全機能

認証及び認定

注文情報

ア ク セサ リ

補助ド キ ュ メ ン ト

技術仕様書は下記の URL からダウン

ロードできます。 

 www.endress.com

取扱説明書

BA00401G/08

安全に関する注記

識別

取付

設置

配線

操作

コ ッ ミ シ ョ ニング

メ ンテナン ス

ア ク セサ リ

ト ラブルシ ューテ ィ ング

デ ィ スプレサー及び側定ワ イヤ

技術データ

マ ト リ ッ ク ス

附録

取扱説明書は、 機器に添付されます。

取扱説明書は、 下記の URL から ダウ ン

ロード でき ます。

 www.endress.com

防爆注意事項説明書

XA00578G-A/08 [ATEX)

XA00582G-A/08 [IECEx]

Ex421-439 (FM)

Ex540-742 (CSA)

機器を潜在的爆発性雰囲気で使

用するための安全性、 設置及び

取扱いの説明書

防爆注意事項説明書は認証によ り 異な

り 下記仕様の製品に添付されます。 

ATEX ・ IECEx 仕様 ： 全製品に添付

FM ・ CSA 仕様 ：

Ex d[ia] (XP-AIS) タ イプのみ添付
10 Endress+Hauser



プロサーボ NMS5
安全要求と制限の説明

安全機能 アナロ グ出力 4 ～ 20mA の安全性に関連する信号
計測システムの安全機能は、 次の通 り です。

• レベル上限値 （溢れ防止）

• レベル下限値 （空引き防止）

• 連続レベル値監視

安全関連の出力は、 接続された論理ユニ ッ ト （例 ； PLC ､ リ ミ ッ ト 信号伝送器など） で設定し た
下限値または上限値を超えていないこ と を監視し ます。

• 設定し た限度値に対するオーバーシュー ト ／アンダーシュー ト

• 電流値エラー （4mA 未満、 20mA 超、 信号ラ イ ンの開放または短絡） 等のよ う な故障の発生

警報接点出力の安全性に関連する信号
計測システムの安全機能は、 次の通 り です。

• レベル上限値 （溢れ防止）

• レベル下限値 （空引き防止）

安全関連の出力は、 接続された論理ユニ ッ ト （例 ； PLC ､ リ ミ ッ ト 信号伝送器など） で下記の信
号が監視されます。

• 設定し た限度値に対するオーバーシュー ト / アンダーシ ュー ト 、 リ レー接点のオープン

• 故障の発生、 リ レー接点のオープン

安全に関連するアプリケー
シ ョ ンに使用するための制限

測定システムは、 被測定物の特性や環境条件を考慮し て特定のアプ リ ケーシ ョ ン用に正し く 使
用する必要があ り ます。 ク リ テ ィ カルなプロセスの状況や設置条件に関し ては取扱説明書に
従って く ださい。 取扱説明書 （「関連文書」 参照） に記載の仕様を超えてはいけません。

安全性に関連する用途に使用する場合、 下記の制限があ り ます。

• 安全関連出力信号の 4 ～ 20mA の精度は、 ±0.3% です。

• エラーを検知し てから 4 ～ 20mA 出力および リ レー接点出力が動作する までの反応時間は 
240ms です。
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プロサーボ NMS5
機能安全に関する表示 アナロ グ出力 4 ～ 20mA

図 4: グ ラ フ

検出できない危険側故障
実測値から 0.3% 以上の誤差を持った出力が 4 ～ 20mA の範囲内にあ る場合、 検出でき ない故障
とみな し ます。

電気部品の寿命
製品寿命までの電気部品の故障確率は IEC 61508-2 7.4.9.5 項 備考 3 を適用し ます。

IEC 61508 の特性項目 プロサーボ NMS5-/NMS7- 4 - 20 mA

安全機能 連続レベル計測値、 レベル計測に関する異常検出

SIL （安全整合性水準） 2

HFT 0

デバイ ス タ イプ タ イプ B

動作モード 低頻度要求モード

SFF 94%

λS 679.19 FIT

λD 679.19 FIT

λDU 82.97 FIT

PFH [1/h] 8.30 x 10-8

PFDavg for  Ti = 1 年 3.63 x 10-4

MTBF 84 年

安全機能確認試験間隔の推奨値 Ti 2 年

システム反応時間 240 ms
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プロサーボ NMS5
警報接点出力

図 5: グ ラ フ 2

検出できない危険側故障
実測値から 1mm 以上の誤差を持った出力が範囲内にあ る場合、 検出でき ない故障とみな し ま
す。

電気部品の寿命
製品寿命までの電気部品の故障確率は IEC 61508-2 7.4.9.5 項 備考 3 を適用し ます。

IEC 61508 の特性項目 プロサーボ NMS5/NMS7 　 警報接点出力

安全機能 レベルの上限値、 下限値レベル計測に関する異常検出

SIL （安全整合性水準） 2

HFT 0

デバイ ス タ イプ タイプ B

動作モード 低頻度要求モード

SFF 95%

λS 635.33FIT

λD 635.33FIT

λDU 61.77FIT

PFH [1/h] 6.18x10-8

PFDavg for  Ti = 1 年 2.71x10-4

MTBF 89 年

安全機能確認試験間隔の推奨値 Ti 2 年

システム反応時間 240ms
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プロサーボ NMS5
機器の作動中とエラー発生時
の動作状態

パワーア ッ プ時の動作
安全関連の 4 ～ 20mA 出力及び リ レー接点出力は電源投入または電源電圧回復の 10 秒後から使
用可能にな り ます。

警報または警告検出時の機器の動作
アナロ グ出力 4 ～ 20mA
警報を検出し た場合、 出力電流は 22mA にな り ます。

い く つかのケース （例 ： 電源喪失、 ケーブルの断線及び電流出力回路の故障のよ う に警報電流
値 22mA をセ ッ ト でき ない時） の場合、 出力電流は設定されたエラー電流値 (22mA) にな らず
4mA 未満も し く は 20mA 超にな り ます。
警報監視のためロ ジ ッ ク ユニ ッ ト は上限警報 (>20mA) 及び下限警報 (<4mA) の両方を認識でき
る よ う にし なければな り ません。

リ レー接点出力
オーバース ピルプロ テ ク シ ョ ン仕様
警報を検出し た場合、 リ レー接点出力は 「 オープン」 にな り ます （「保護システムへの使
用に関する説明 / 警報接点出力」 参照）。
電源喪失の場合、 リ レー接点出力は 「オープン」 にな り ます。
い く つかのケース （例 ： ケーブルの短絡及び警報接点出力回路の故障のよ う にエラー状態を
セ ッ ト でき ない時）） の場合、 接点の状態は設定されたエラー状態 と異なる状態が発生し ま
す。

警報と警告 メ ッ セージ
警報と警告 メ ッ セージについては取扱説明書 （「 関連文書」） のエラーコード表を参照し て く だ
さい。

取付け 取付および配線は、 機器に添付の取扱説明書 （「関連文書」） を参照し て く ださ い。

コ ミ ッシ ョニング 機器のコ ッ ミ シ ョ ニングについては、 取扱説明書 （「関連文書」） を参照し て く ださい。

安全機能を有効にする必要があ り ます。
サービ スモード [GVH157] が 「ON」、 プロセーフテ ィ が 「OFF」 の場合は、 下記のよ う に
設定を変更する必要があ り ます。

サービ スモード [GVH157]
マ ト リ ッ ク ス GVH157 GVH158 を開き、 「OFF」 に設定し ます。

プロセーフテ ィ  [GVH158]
マ ト リ ッ ク ス GVH158 を開き、 「ON」 に設定し ます。

サービ スモード [GVH157] 
プロサーボの機能の メ ンテナン スの場合のみ 「ON」 にし ます。

操作 レベル値の補正
レベル値の補正については、 取扱説明書 （「関連文書」） を参照し て く ださ い。

機器の設定方法
初期設定を行った後にレベル値を補正し ます。 通常初期設定はプロサーボ NMS を タ ン クに設置
し た と きにだけ行います。
初期設定については、 取扱説明書 （「関連文書」） を参照し て く ださ い。

レベル値の補正方法はタ ン クの運用条件によ り 異な り ます。
詳細については、 取扱説明書 （「関連文書」） を参照し て く ださい。

メンテナンス 取扱説明書 （「関連文書」） を参照し て く ださい。
機器の設定、 安全機能確認試験および メ ンテナン ス作業中は、 プロセスの安全性を確保するた
め代替の監視措置をする必要があ り ます。

機能の メ ンテナン スにおいてサービ スモード [GVH157] を 「ON」 に設定し た場合は、 メ ン
テナン ス終了後通常動作に戻す前に必ずサービ スモード [GVH157] を 「OFF」 にし て く ださ
い。 （「設定」 参照 )。
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プロサーボ NMS5
安全機能確認試験

安全機能確認試験の内容 動作と安全機能の安全性を適切な間隔でチェ ッ ク し ます。
機器の使用者は、 試験間隔を決める必要があ り ます。
試験間隔については、 「安全機能確認試験間隔」 を参照し て く ださい。

下記の安全機能確認試験を行います。

• 警報設定値のチェ ッ ク

• 各警報設定値での警報状態の確認

安全機能確認試験の手順 アナロ グ出力 4 - 20mA

1. マ ト リ ク ス GVH250/251/252/253/254/255 でアナロ グ出力の設定値を確認し ます。

2. マ ト リ ク ス GVH251 (SIM, ANALOGUE, OUT) で仮想レベル値を入力し ます。

3. 接続し た外部機器 （例 ： DCS、 警報受信機など） で警報が出る こ と を確認し ます。

予想し た電流値が仮想レベル値から ±0.3% を超し た場合、 安全機能確認試験は不合格と
判断し ます。

安全機能確認試験を行った場合、 付録の A1 ～ A5 および B1 ～ B5 に関し各項目の確認試験結果
を記録し て く ださい。 記録し たデータおよび試験結果は安全な場所に保管し て く ださい。

リ レー接点出力

1. マ ト リ ク ス GVH241/242/243/245 で リ レー接点出力の設定値を確認し ます。

2. マ ト リ ク ス GVH248 (SIM, RELAY, OUT) で仮想レベル値を入力し ます。

3. 接続し た外部機器 （例 ： DCS、 警報受信機など） で警報が出る こ と を確認し ます。

リ レー接点が切 り 替わら なかった場合、 安全機能確認試験は不合格と判断し ます。

安全機能確認試験を行った と きは、付録の C1 ～ C7 および D1 ～ D7 に関し各項目の確認試験結
果を記録し て く ださい。 記録し たデータおよび試験結果は安全な場所に保管し て く ださい。

プロサーボ NMS は耐圧防爆 (Exd) の機器です （TIIS 防爆認定）。
電源が ON の状態で蓋 （端子室蓋、 電気室蓋） を開けてはいけません。 （安全機能確認
試験時を含む） 蓋 （端子室蓋、 電気室蓋） を開ける場合は、 蓋を開ける前に必ず電源
を OFF し て く ださい。 蓋を開けた状態で安全機能確認試験をする場合は、 非危険場
所で行って く ださい。
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プロサーボ NMS5
メンテナンス

修理 機器の修理は必ずエン ド レ スハウザーに依頼し て く ださい。
弊社で修理を行わなかった場合は、 安全機能は保証でき ません。

例外

事前に弊社で ト レーニングを受けたお客様の作業者は、 下記のコ ンポーネン ト を交換する こ と
ができ ます。

• 表示器モジ ュール

• 端子台基板の ヒ ューズ ・ 避雷器

• ド ラ ムハウジング蓋の O リ ング ・ 端子室蓋 ・ 電気室蓋 （ガ ラ ス窓付き） ・ キ ャ リ ブレーシ ョ ン
窓

• 測定ワ イヤ ・ ワ イヤ ド ラ ム ・ デ ィ スプレーサ

交換し た コ ンポーネン ト は不良分析を行いますので必ず弊社に返送し て く ださい。
コ ンポーネン ト を交換し た場合は、 安全機能確認試験実施手順 に従って安全機能確認試験を行
う 必要があ り ます。

保護システムで使用されている SIL マーク の付いた弊社の機器に故障が発生し た場合、 「安全 /
洗浄確認依頼書」 に注記 「保護システムの SIL のデバイ ス と し て使用する」 を記入し て故障し
た機器を返送し て く ださい。 取扱説明書 （「関連文書」） の 「製品の返却に関する注意」 を参照し
て く ださい。
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プロサーボ NMS5
付録

安全機能確認試験チェ ック
シート

システムの固有データ

社名

計測箇所 / タグ No.

システム

デバイスタイプ / オーダーコード NMS53  / NMS  - 

製造番号

試験者名

試験年月日

署名

機器の固有設定データ

0％点 , 調整値

100％点 , 　 調整値

安全機能確認試験実施手順

試験項目 設定値 / プリセット 実測値

A.  アナログ 4 - 20mA (1)

A1. 出力 1 の設定 [GVH250] なし  レベル 液温度

A2. 0％の設定値 [GVH251] mm -

A3. 100％の設定値 [GVH252] mm -

A4. 試験値 (1) mm mA

A5. 試験値 (2) mm mA

B.  アナログ出力 4 - 20mA (2)

B1. 出力 1 の設定 [GVH253] なし  レベル 液温度

B2. 0％の設定値 [GVH254] mm -

B3. 100％の設定値 [GVH255] mm -

B4. 試験値 (1) mm mA

B5. 試験値 (2) mm mA

C. リ レー接点出力 (1) [ GVH240 を 1 に設定 ]

C1. リ レーの設定 [GVH241]
 レベル 警告 危険

緊急 液温度

C2. リレーの機能 [GVH242] 上限 . 下限 -

C3. 警報点設定値 [GVH243] mm -

C4. 警報 ON [GVH245] N.O. N.C. -

C5. 試験値 (1) mm 警報 : ON   OFF

C6. 試験値 (2) mm 警報 : ON   OFF

C7. 試験値 (3) ;　必要に応じて mm 警報 : ON   OFF

D. リレー接点出力 (2) [ GVH240 を 2 に設定 ]

D1. リレーの設定 [GVH241]
 レベル 　  警告 　  危険

緊急 液温度

D2. リレー機能 [GVH242] 上限 下限 -

D3. 警報点設定値 [GVH243] mm -

D4. 警報 ON [GVH245] N.O. N.C. -

D5. 試験値 (1) mm 警報 : ON   OFF
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プロサーボ NMS5
リ レー接点の試験を行 う 時は、 リ レーの設定を 「レベル」、 「注意」、 「警告」、 または 「緊急エ
ラー」 に設定し てお く 必要があ り ます。

*1: 通常動作時は、 サービ スモード を OFF にする必要があ り ます。
*2: 通常動作時は、 プロセーフテ ィ を ON にする必要があ り ます。

用語の定義と略語

D6. 試験値 (2) mm 警報 : ON   OFF

D7. 試験値 (3) ; 必要に応じて mm 警報 : ON   OFF

システムの固有データ

項目 詳細

OSP オーバース ピルプロ テ ク シ ョ ン （溢れ防止）

I/O-3 リ レー接点出力ユニ ッ ト

I/O-5 アナロ グ出力 4 - 20mA ユニ ッ ト

マ ト リ ッ ク ス
プロサーボの設定パラ メ ータのマ ト リ ク ス表参照 （取扱説明書 （「関

連文書」 を参照）。

GVH

プロサーボの設定パラ メ ータのマ ト リ ッ ク ス表内での位置です。 下

記 GVH でその位置 （設定パラ メ ータの内容） が示されます。

G: マ ト リ ク スの特定の機能のカテゴ リ ー （各カテゴ リ ー毎に VH の

表があ る）

V: マ ト リ ク ス表の垂直方向で、 0 ～ 9 までの数字で特定の行を示す。

H: マ ト リ ク ス表の水平方向で、 0 ～ 9 までの数字で特定の列を示す。

電源異常 電源電圧が定格電圧よ り 、 低いまたは高い状態

電源喪失
停電、 電源ユニ ッ ト の故障、 ヒ ューズ破断等で電源が供給されない

状態

PRO SAFETY

プロセーフテ ィ

保護安全機能

レベル計測に関する異常が発生し た場合に警報を出す機能

HTF (Hardware Failure Tolerance) ハード ウ ェ ア故障の冗長性

SFF (Safe Failure Fraction) 安全側故障確率

PFH [1/h] 

(Probability of dangerous Failure per 

Hour)

単位時間あた り の危険側機能失敗頻度

PFD 

(Probability of Failure on Demand)
作動要求あた り の危険側機能失敗確率
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プロサーボ NMS5
認定証
Endress+Hauser 19



www.addresses.endress.com


	SD00337G/08/JA/02.16_NMS5

	目　次
	重要なドキュメント情報
	ドキュメントの表記規則

	SIL適合宣言書
	はじめに
	システム構成
	測定システムの構成
	測定原理
	警報接点出力
	対応する機器の型式
	関連文書

	安全要求と制限の説明
	安全機能
	安全に関連するアプリケー ションに使用するための制限
	機能安全に関する表示
	機器の作動中とエラー発生時 の動作状態
	取付け
	コミッショニング
	操作
	メンテナンス

	安全機能確認試験
	安全機能確認試験の内容
	安全機能確認試験の手順

	メンテナンス
	修理

	付録
	安全機能確認試験チェック シート
	用語の定義と略語

	認定証


